
②舞子海上プロムナード
４月５日に神戸側の橋げたの中に開設。回遊式の遊歩
道や、食事・買い物もできる展望ラウンジ、展望広
場から、瀬戸内海の美しい風景が楽しめます。

一耳

●

→⑤道の駅「あわじ」
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の
開
通
と
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設
が
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ー
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ン
！
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諒議f 誠当

主
葺
琶

凶
寺 四 唾型緋雁胃

↑４月５日に開通する明石海峡大橋（愛称：パールブリッジ）

〆

il『

砂淡路ワールドパーク
ＯＮＯＫＯＲＯ
世界の有名建築物のミニ
チュアや、ジェットコース
ター、観覧車などを備え、
さまざまな文化や未知の
世界との出会いを楽しく
演出。３月２２日、津名町
に開園します。
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ヨ自動車；
明石海峡大橋アクセス図

4５

大沢ぺ
神戸北

－１

神戸

も、，
【明石海峡大橋への接続】
⑳遠方から自動車専用道路を
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成６年１０月８日平成６年１０月８

垂水区長賞

大深公久
( １１歳乙木小５年）

主催 : 垂水生活文化協会
財団法人井植記念会

祝・明石海峡大橋開通 ●■０

平成９年１０月１１日

垂水区長賞

( 明石海峡大橋写生大会入選作品集より） 上山裕之
( ９歳露ケ丘小４年）

後援：神戸市垂水区役所
本州四国連絡橋公団第一建設局
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( 順不同）
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代
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四
四
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戸
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．
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Ｆ
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○
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Ｘ
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○
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踊
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Ｘ
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○
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○
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潤
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Ｘ
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○
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史
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○
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．
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○
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瀧鍵

司働● ●側６祝・明石海峡大橋開通

⑤

鶴鷲
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型
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後援：神戸市垂水区役所

;'職
‘』』“

､

本州四国連絡橋公団第一建設局

Ｚ

皇＝晩誤ﾙ９J

財団法人井植記念会

平成９年１０月１１日

尋噸

( ７歳福田小２年）

( 明石海峡大橋写生大会入選作品集より）

( ４歳桃の木幼稚園）

麟霧

本州四国連絡橋公団賞

平成９年１０月１１日

主催 : 垂水生活文化協会

井植記念会理事長賞
石木さゆり 細川’悟
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社
昭
和
組

代
表
取
締
役
長
谷
川
栄
男

六
五
四
．
・
○
○
四
雪
．

神
戸
市
須
磨
区
外
浜
町
四
１
．
．
１
弟

電
話
（
○
七
八
）
七
一
・
・
》
’
六
一
・
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
七
函
・
範
－
六
一
・
・
・

花
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
艮
花
岡
道
治

六
五
○
Ｉ
○
○
息

神
戸
市
中
央
原
下
山
乎
通
軍
。
一
一
‐
増

電
話
（
○
七
八
）
一
．
﹈
岳
・
七
’
じ
垣

睦
Ａ
Ｘ
【
）
七
八
）
三
宝
・
‐
・
・
七
七
・

株
式
会
社
瀬
戸
本
淳
建
築
研
究
室

代
表
取
締
役
瀬
戸
本
淳

六
五
○
，
○
○
○
一
・

挫
胃
布
巾
火
Ⅸ
韮
聯
町
・
《
七
－
．
－
｜
印
・
○

電
話
《
〕
七
八
）
唖
‐
・
・
二
’
一
六
六
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
・
七
八
）
・
や
・
・
・
’
六
五
六
』
ハ

今
啓
パ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
今
井
啓
介

六
五
○
！
○
○
○
一
》
．

神
戸
市
中
止
金
慨
山
本
通
．
一
’
六
Ｉ
、
’
五

電
話
（
○
・
風
〕
八
）
二
四
．
一
・
塁
三
九
九

オ
リ
ッ
ク
ス
野
球
ク
ラ
ブ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
岩
井
靖

六
亜
○
’
○
○
二
四

独
妃
眼
叩
止
佼
海
緑
通
｛
金
拙
諏
醗
セ
ル
八
階

電
話
（
○
七
八
）
正
一
一
三
一
一
一
ｉ
○
○
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
三
三
冒
一
’
○
○
四
八

新
神
戸
温
泉
株
式
会
社

神
戸
ク
ア
ハ
ウ
ス

代
表
取
締
役
大
西
清
太

六
五
一
’
○
○
九
一
一
．

神
戸
市
中
央
区
二
宮
町
一
一
．
・
一
○
・
・
五

註
話
（
○
七
八
）
一
・
一
・
一
・
’
三
七
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
一
・
・
茸
’
○
五
○
五

丸
正
建
設
株
式
会
社

取
締
役
社
長
北
浪
邦
夫

六
五
二
．
○
八
○
一

神
戸
市
長
田
区
房
王
寺
町
七
ｌ
兎
‐
・
上

髄
詩
（
○
七
八
）
六
・
一
’
八
六
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
六
一
・
一
’
八
六
六
三
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伝
説
の
〃
ボ
タ
山
公
演
〃
か
ら
何
年
か
経
ち
、
私
は
ふ

た
た
び
状
況
劇
場
の
公
演
を
見
る
た
め
に
福
岡
空
港
へ

飛
ん
だ
。
こ
の
と
き
の
演
し
物
が
何
だ
っ
た
の
か
を
思

い
出
せ
な
い
の
が
不
思
議
だ
が
、
私
は
福
岡
空
港
か
ら

の
こ
の
し
ま

姪
ヶ
浜
へ
向
い
、
そ
｝
」
か
ら
連
絡
船
で
能
古
島
へ
渡
っ

た
。
状
況
劇
場
の
紅
テ
ン
ト
は
、
そ
の
能
古
島
の
砂
浜

に
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

ボ
タ
山
の
と
き
に
、
連
絡
も
な
し
に
出
か
け
て
行
っ

て
お
ど
ろ
か
そ
う
と
し
た
試
み
が
不
発
に
終
っ
た
反
省

で
、
今
度
は
し
っ
か
り
と
唐
さ
ん
に
連
絡
し
て
お
い
た

か
ら
、
テ
ン
ト
の
中
で
稽
古
を
し
て
い
た
唐
さ
ん
が
、

私
を
ふ
り
返
っ
て
に
っ
こ
り
笑
っ
た
。
私
は
、
唐
さ
ん

の
笑
顔
を
見
る
と
、
つ
ね
に
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
、
魔

界
へ
誘
い
込
ま
れ
る
快
感
に
つ
つ
ま
れ
る
よ
う
な
、
奇

妙
な
気
分
に
な
る
。
そ
の
と
き
も
、
は
る
ば
る
能
古
島

へ
や
っ
て
来
た
の
だ
が
、
こ
こ
は
博
多
湾
の
オ
リ
ー
ブ

の
里
な
の
か
、
紅
テ
ン
ト
が
い
た
ず
ら
を
し
か
け
る
架

空
の
地
な
の
か
を
ど
ち
ら
と
も
決
め
か
ね
、
そ
の
決
め

か
ね
る
心
持
に
快
感
を
お
ぼ
え
る
と
い
う
、
実
に
唐
十

郎
色
の
世
界
に
ひ
た
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
唐
さ
ん
た
ち
が
能
古
島
で
芝
居
を
や
る
に
あ

た
っ
て
、
李
礼
仙
さ
ん
（
現
李
麗
仙
）
が
海
の
彼
方
へ

遠
ざ
か
っ
て
行
く
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
で
、
彼
女
が
乗
る

舟
を
正
確
な
方
向
へ
あ
や
つ
る
船
頭
が
必
要
と
な
っ
た

紅
テ
ン
ト
九
州
篇
（
そ
の
巴

村
松
友
覗
く
作
家
〉

カット／灘本唯人
題字／筆者

記
第
置

の
だ
が
、
そ
の
役
に
選
ば
れ
た
の
が
能
古
島
の
漁
師
の

ハ
ッ
チ
ャ
ン
だ
っ
た
。

ハ
ッ
チ
ャ
ン
は
、
当
時
二
十
代
の
後
半
だ
っ
た
が
、

能
古
島
で
亡
く
な
っ
た
檀
一
雄
さ
ん
に
も
か
わ
い
が
れ

て
い
た
そ
う
で
、
ハ
ッ
チ
ャ
ン
を
唐
さ
ん
に
紹
介
し
た

の
は
、
檀
一
雄
さ
ん
の
ご
子
息
で
あ
る
檀
太
郎
さ
ん
だ

っ
た
。ハ

ッ
チ
ャ
ン
は
、
舟
を
あ
や
つ
る
こ
と
な
ど
お
手
の

も
の
で
あ
り
、
役
者
で
は
な
い
か
ら
稽
古
は
や
ら
な
い
。

時
間
を
持
て
余
し
た
と
こ
ろ
へ
私
と
い
う
門
外
漢
が
や

っ
て
来
た
の
で
、
恰
好
の
話
相
手
が
あ
ら
わ
れ
た
と
思

っ
た
の
か
、
さ
っ
そ
く
私
に
な
つ
い
て
き
た
。
ハ
ッ
チ

ャ
ン
と
私
は
、
能
古
島
の
酒
屋
で
缶
ビ
ー
ル
を
買
い
、

浜
辺
で
あ
れ
こ
れ
話
し
な
が
ら
、
唐
さ
ん
た
ち
が
芝
居

を
ね
り
上
げ
て
い
る
時
間
を
や
り
過
し
た
。

芝
居
の
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
に
お
け
る
ハ
ッ
チ
ャ
ン
は

有
頂
天
だ
っ
た
。
何
し
ろ
、
状
況
劇
場
の
芝
居
の
独
特

の
盛
り
上
り
の
中
で
の
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
…
…
舞
台
奥

の
テ
ン
ト
が
開
く
と
、
そ
の
向
う
に
は
本
物
の
海
が
あ

る
。
極
め
セ
リ
フ
を
吐
い
た
李
礼
仙
が
、
い
き
お
い
よ

く
舟
に
飛
び
乗
る
。
ハ
ッ
チ
ャ
ン
は
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

て
そ
れ
を
待
ち
、
一
気
に
奥
へ
向
っ
て
舟
を
走
ら
せ
る
。

そ
の
速
度
、
方
向
を
唐
さ
ん
の
指
示
通
り
に
や
る
と
い

う
の
が
、
ハ
ッ
チ
ャ
ン
の
唯
一
の
仕
事
と
い
う
わ
け
だ
。

甑ｑ
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と
こ
ろ
が
、
こ
の
と
き
ハ
ッ
チ
ャ
ン
は
、
思
い
も
か
け

ぬ
芝
居
の
気
持
よ
さ
を
味
わ
っ
た
。

何
し
ろ
ラ
ス
ト
場
面
だ
か
ら
、
音
楽
が
ひ
び
き
、
ラ

イ
ト
が
主
演
女
優
李
礼
仙
に
当
り
、
拍
手
や
歓
声
が
向

け
ら
れ
る
…
…
ハ
ッ
チ
ャ
ン
は
、
そ
れ
を
自
分
に
向
け

ら
れ
た
よ
う
な
錯
覚
に
お
ち
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
何
や

ら
と
役
者
は
三
日
や
っ
た
ら
や
め
ら
れ
な
い
と
い
う

が
、
ハ
ッ
チ
ャ
ン
は
初
日
に
し
て
芝
居
の
魔
力
に
ハ
マ

ッ
て
し
ま
っ
た
。

次
の
日
、
私
と
浜
辺
で
ビ
ー
ル
を
飲
む
ハ
ッ
チ
ャ
ン

の
表
情
は
、
ほ
と
ん
ど
夢
心
地
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。

こ
う
や
っ
て
ハ
ッ
チ
ャ
ン
は
、
三
日
連
続
で
芝
居
の
悦

惚
感
を
味
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
状
況
劇

場
の
面
々
が
能
古
島
か
ら
去
っ
て
し
ま
っ
た
あ
と
は
、

ま
る
で
抜
け
殻
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。二

、
三
週
間
あ
と
の
あ
る
日
、
ハ
ッ
チ
ャ
ン
は
漁
場

へ
行
っ
て
、
網
に
石
鯛
が
入
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ

の
ま
ま
福
岡
空
港
へ
行
き
、
飛
行
機
に
乗
っ
て
羽
田
へ

や
っ
て
来
た
。
石
垣
鯛
は
唐
さ
ん
の
好
物
だ
か
ら
食
べ

さ
せ
た
い
…
…
そ
う
い
う
漁
師
の
気
持
も
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
が
、
芝
居
の
魔
力
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ハ
ッ
チ
ャ
ン
は
、
漁
師

の
ゴ
ム
の
つ
な
ぎ
姿
で
飛
行
機
に
乗
り
、
折
か
ら
花
園

神
社
に
紅
テ
ン
ト
を
張
っ
て
い
た
状
況
劇
場
の
楽
屋
へ

あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
姿
を
、
化
粧
を
ほ
ど
こ
し
扮
装
を

し
た
役
者
た
ち
が
、
い
っ
た
い
ど
っ
ち
が
虚
構
な
の
か

と
い
う
気
分
で
見
守
っ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

〈
む
ら
ま
つ
．
と
も
み
〉
一
九
四
○
年
東
京
生
ま
れ
。
慶
応
義

塾
大
学
文
学
部
卒
。
六
一
一
・
年
中
央
公
論
社
に
入
社
。
「
小
説
中

央
公
論
」
「
婦
人
公
論
」
「
海
」
編
集
部
員
を
経
て
、
八
一
年

退
社
。
八
二
年
「
時
代
屋
の
女
房
」
で
直
木
賞
受
賞
。
主
な

著
書
は
『
私
、
プ
ロ
レ
ス
の
味
方
で
す
一
デ
ブ
サ
ン
物
垂
聖

「
ト
ニ
ー
谷
、
ざ
ん
す
」
『
鎌
倉
の
お
ば
さ
ん
」
な
ど
。

１
５１

１
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ト
ア
ロ
ー
ド
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
⑪

( 株）トアロードまちづくり
コーポレーション
広瀬今日子さん

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
、
ト
ア
ロ

ー
ド
沿
道
、
地
元
企
業
の
出
資
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
会
社
「
ト
ア
ロ
ー
ド
ま
ち
づ
く

り
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
『
ト
ア
ロ
ー

ド
エ
リ
ァ
マ
ッ
プ
』
を
製
作
し
た
。
ト
ア

ロ
ー
ド
一
帯
約
３
０
０
店
が
詳
細
に
掲
載

さ
れ
、
周
辺
の
ま
ち
歩
き
に
活
用
で
き
る

と
好
評
だ
。

マ
ッ
プ
は
両
面
カ
ラ
ー
刷
り
の
縦
長
変

形
の
Ａ
３
判
。
取
材
、
表
紙
や
主
要
建
物

な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
は
ト
ァ
ロ
ー
ド
を
都
市

計
画
の
研
究
対
象
に
し
て
い
る
立
命
館
大

学
の
学
生
が
製
作
し
た
。
表
紙
イ
ラ
ス
ト

は
坂
道
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ま
ち
、

多
民
族
の
共
存
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
沿
っ

て
描
か
れ
て
お
り
ト
ア
ロ
ー
ド
を
お
し
ゃ

れ
に
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。

同
社
の
事
務
を
担
当
し
て
い
る
広
瀬
今

日
子
さ
ん
は
「
雑
誌
等
は
各
エ
リ
ア
ご
と

の
紹
介
に
終
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
マ
ヅ
プ

は
ト
ア
ロ
ー
ド
を
線
で
は
な
く
面
と
し
て

全
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
わ
か
り
や
す

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
地
区

エ
リ
ア
マ
ッ
ブ
完
成

く
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
タ
ク
シ

ー
会
社
や
ホ
テ
ル
な
ど
か
ら
問
い
合
わ
せ

が
相
次
い
で
い
ま
す
が
、
理
由
は
ト
ア
ロ

ー
ド
に
つ
い
て
よ
く
聞
か
れ
る
の
で
と
い

う
声
が
多
い
で
す
ね
」
と
語
っ
た
。

マ
ッ
プ
は
同
社
事
務
所
や
沿
道
の
店
舗

な
ど
で
無
料
配
布
す
る
が
、
大
量
注
文
の

場
合
は
帥
部
に
つ
き
５
千
円
の
協
賛
金
が

必
要
と
な
る
。
現
在
は
ハ
ロ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
北
野
・
新
神
戸
観
光
案
内
所
、
三

１
５２

１

宮
定
期
観
光
バ
ス
案
内
所
（
交
通
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
ー
階
）
、
阪
神
三
宮
駅
、
地
下
鉄
三

宮
駅
等
で
入
手
可
能
。
問
い
合
わ
せ
は
同

社
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
９
３
．
１
３
７
１

貝
扇
駒
（
函
ｂ
ま
ち
づ
く
り
〈
岨
〉
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鱗

☆トアロードまちなみイメージコンペ☆

｢ アーバンデザイ

‐
Ｐ
魔

トアロード地区まちづくり協議会主催のトアロードまちなみイメージコンペのデザイン募集。コンペの概要はビジ
ュアル表現を含むアイディア、トアロード沿道を含むまちなみ・まちづくりのグランドデザインとし、提案に盛り込
む内容は①地区全体の将来イメージ②モデルゾーン（南部・北部）の将来イメージ両方を含めたもの。

募集期間…３月２日から1 6 日必着まで
（公募作品は一人一点。未発表の作品に限る）

公開審査…３月下旬
最優秀賞3 0 万円、優秀賞1 0 万円、佳作５万円

●応募作品送付先●
〒6 5 0 - 0 0 1 1 神戸市中央区下山手通2 - 5 - 4 深津ビル４階「トアロードまちづくりコーポレーション」T E L O 7 8 - 3 9 3 - 1 3 7 1

同協議会ホームページでも要項の案内をしている。アドレスｔｏａ＠ｍａｒｉｎｏｏｒ・ｌｐ
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■トアロードまちづくり募金プロジェクト
｢ 神戸外国倶楽部ヒマラヤ杉の電飾を進める会」へ
の募金ありがとうございました。
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田中正郎
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神戸商工会議所中央支部
( 株）クロス
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昨
今
、
金
融
の
不
安
定
に
話
題
の
多
い

ア
ジ
ア
経
済
。
さ
め
や
す
い
日
本
の
ア
ジ

ア
・
ブ
ー
ム
も
、
こ
れ
か
ら
が
本
物
の
国

際
交
流
の
始
ま
り
と
も
い
え
る
。
宝
塚
歌

劇
団
香
港
公
演
で
日
本
の
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
は
香
港
で
ど
う
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
。

蝋

香
港
に
咲
い
た
日
本
の
レ
ビ
ュ
ー

「
宝
塚
」
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

.』

レセプションパーティで~ 左から小林公平会長、
ディック・リーさん、植田紳爾さん

アジアンレボート皿
As i a n R e p o r t

伊･藤公生く青楽ﾛデｭｰｻｰ〉

香港
宝塚歌劇団香港公演

昨
年
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
中
国
に

回
帰
し
た
香
港
。
釦
数
年
前
は
ま
だ
こ
の

あ
た
り
は
海
だ
っ
た
香
港
の
文
化
地
区

「
文
化
中
心
」
の
「
香
港
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
セ

ン
タ
ー
」
で
、
香
港
観
光
協
会
の
「
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
香
港
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ッ
ニ
ッ
ポ
ン

新
聞
社
と
１
９
９
８
宝
塚
歌
劇
団
香
港
公

演
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
キ
ャ
セ
ィ
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
航
空
会
社
の
協
賛
を
得
、
１

月
Ⅳ
日
か
ら
宝
塚
歌
劇
団
香
港
公
演
が
旗

揚
げ
さ
れ
た
。

１
９
３
８
年
に
第
一
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公

演
に
始
ま
る
海
外
公
演
も
今
回
で
鋤
回
目

と
い
う
記
念
す
べ
き
香
港
公
演
と
な
っ
た
。

お
り
し
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
観
光
客

離
れ
に
拍
車
を
か
け
て
し
ま
っ
た
香
港
だ

っ
た
が
、
ｎ
本
か
ら
５
０
０
０
人
の
宝
塚

フ
ァ
ン
が
殺
到
。
今
年
誕
生
し
た
「
宙
組
」

一
』
一一

一
唇

一
一声

か

雪
幡

４
１
５
１

妬
名
に
よ
る
第
一
部
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
「
夢
幻
宝
寿
頒
」
で
は
、
ま
さ
に

春
節
に
ふ
さ
わ
し
い
舞
台
展
開
で
日
本
の

花
が
咲
き
乱
れ
る
よ
う
だ
っ
た
。

第
二
部
は
、
グ
ラ
ン
ド
・
レ
ビ
ュ
ー

目
邑
巴
の
忌
屡
鼠
目
園
」
。
も
ち
ろ
ん
、

セ
リ
、
銀
橋
は
な
い
も
の
の
、
舞
台
美
術

は
宝
塚
な
ら
で
は
の
華
腿
さ
、
そ
し
て
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
国
境
を
越
え

た
楽
し
さ
を
み
せ
つ
け
て
く
れ
、
東
洋
の

真
珠
の
輝
き
は
、
香
港
の
人
た
ち
に
よ
り
、

上
質
の
娯
楽
せ
提
供
し
て
い
っ
た
．

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
は

国
境
を
越
え
る

ア
ジ
ア
ン
ポ
ッ
プ
ス
の
先
駆
者

デ
ィ
ッ
ク
・
リ
ー
も
制
作
に
参
加

こ
の
香
港
公
演
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
あ
た

り
の
伝
説
的
場
面
の
音
楽
を
担
当
し
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
作
曲
家
デ
ィ
ッ
ク
・
リ
ー

氏
と
は
、
な
み
は
や
国
体
で
一
緒
に
仕
事

を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

彼
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
作
品
も
よ
く
見
て

い
た
の
で
、
心
地
よ
い
彼
の
作
風
が
宝
塚

に
ぴ
っ
た
り
だ
と
香
港
公
演
に
先
駆
け
、

演
出
家
の
三
木
氏
に
紹
介
し
た
い
き
さ
つ
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港
の
夜
景
と
比
較
し
た
写
真
だ
っ
た
。
輝

き
は
電
気
の
力
に
頼
る
物
理
的
な
も
の
で

は
な
く
、
街
の
活
気
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

虹
世
紀
は
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
時
代
と
さ
れ
た

が
、
金
融
危
機
で
ほ
ん
と
う
か
と
不
思
議

に
思
う
だ
ろ
う
が
、
日
本
の
高
度
成
長
期
、

考
え
て
い
な
か
っ
た
す
ぐ
隣
の
人
た
ち
が

ゆ
っ
く
り
そ
の
力
を
発
揮
し
始
め
た
だ
け

で
あ
り
、
気
が
つ
く
と
、
貧
富
の
差
は
あ

っ
て
も
真
っ
直
ぐ
に
自
分
た
ち
の
努
力
で

培
っ
て
き
た
実
力
と
歴
史
と
文
化
の
豊
か

さ
で
、
日
本
を
超
え
て
い
る
部
分
は
多
い
。

近
所
に
気
づ
か
な
い
で
い
る
と
、
皿
世
紀

す
ぐ
隣
の
人
た
ち
の
こ
と
を

ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か

が
あ
っ
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
で
「
日
本
の

文
化
が
海
外
で
評
価
を
う
け
る
、
ま
さ
に

ア
ジ
ア
の
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
で
、

そ
う
い
う
時
、
僕
が
こ
こ
に
い
る
っ
て
素

晴
ら
し
い
」
と
、
話
す
彼
の
言
葉
に
、
新

し
い
文
化
交
流
が
始
ま
る
予
感
が
し
た
。

少
し
前
の
新
聞
に
香
港
の
夜
景
が
暗
く

な
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
返
還
直
前
の
香

β

」

厚

宙組のスタートは、アジアから。左から和央ようか、姿月あさと、花綿まり

い
で
い
る
と
、
創
世
紀

は
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
時
代
で

も
私
た
ち
に
は
関
係
の

な
い
事
に
な
っ
て
し
ま

う
か
も
知
れ
な
い
。

隣
の
席
で
は
香
港
の

ご
夫
婦
が
観
劇
の
後
、

食
事
を
し
に
行
く
予
定

だ
と
話
し
て
く
れ
た
。

見
事
に
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ

と
イ
ブ
ニ
ン
グ
が
決
ま

っ
て
い
た
。
輝
く
「
香

港
」
の
舷
し
さ
は
九
龍

の
ネ
オ
ン
だ
け
で
な

く
、
香
港
島
の
裏
側
、

レ
パ
ル
ス
・
ベ
イ
で
見

る
星
の
美
し
さ
に
も
あ

る
。

ー一

T h i s i s T A K A R A Z U K A ／世界を巡る宝塚ジャパン・ファンタジー／日本のエンターテインメントは「美」が原点

矧目
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ＷＥｓＴＳｌＤＥＳＴＯＲＹ
３／2 3 まで宝塚大劇場で上演中

素
晴
ら
し
い
努
力
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
振

り
付
け
を
全
然
変
更
す
る
こ
と
な
く
こ
な

し
て
く
れ
た
。
こ
の
作
品
で
は
、
憎
し
み

と
い
う
、
宝
塚
の
本
質
と
は
一
番
か
け
離

れ
た
感
情
が
、
キ
ー
に
な
る
が
、
そ
の
辺

り
の
劇
表
現
も
明
確
で
、
力
強
い
。
こ
れ

ま
で
上
演
し
て
き
た
数
多
く
の
カ
ン
パ
ニ

ー
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
舞
台
に
立

っ
て
一
週
間
目
以
降
、
グ
ー
ン
と
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
く
る
は
ず
だ
」
と
、
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
る
。

主
演
の
ト
ニ
ー
は
具
琴
つ
ば
さ
。
「
こ
れ

ま
で
に
な
く
力
ま
ず
入
っ
て
い
け
た
し
、

自
然
な
形
で
ト
ニ
ー
が
自
分
の
も
の
に
な

り
つ
つ
あ
る
」
。

マ
リ
ア
役
の
風
花
舞
は
「
結
構
、
み
な

さ
ん
は
映
画
の
ナ
タ
リ
ー
・
ウ
ッ
ド
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
は
、

ア
ラ
ン
さ
ん
が
求
め
ら
れ
た
マ
リ
ア
の
質

と
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
、
ま
た
新
し
い
マ

リ
ア
像
を
、
舞
台
で
見
つ
け
て
も
ら
え
た

ら
」
と
い
う
。

ベ
ル
ナ
ル
ド
も
、
日
本
人
に
と
っ
て
は

１
９
５
７
年
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
初

演
さ
れ
て
以
来
、
世
界
各
国
で
上
演
さ
れ

て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ

ド
物
語
』
。
宝
塚
で
も
銘
年
に
上
演
さ
れ
た

が
、
い
ま
、
宝
塚
大
劇
場
で
月
組
が
上
演

し
て
い
る
。

初
日
直
前
の
２
月
９
日
、
稽
古
場
で
の

最
終
稽
古
を
取
材
し
た
。

今
回
の
演
出
・
振
付
は
、
初
演
以
来
、

海
外
で
の
上
演
を
す
べ
て
手
掛
け
て
き
た

ア
ラ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
。
「
最
初
は
女
性

だ
け
の
劇
団
な
の
で
、
ダ
ン
ス
を
ど
こ
ま

で
こ
な
し
て
く
れ
る
か
心
配
だ
っ
た
が
、

右から真琴つばさ、アラン・ジョンソン、
正塚晴彦、風花舞、紫吹淳

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

」月組

１
５６

１

ラ
イ
タ
ー
・
瀬
川
直
子
（
文
・
写
真
）

映
画
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
チ
ャ
キ
リ
ス
像
が
強

い
役
柄
。
「
わ
た
し
自
身
も
色
の
強
い
役
が

続
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
の

微
妙
な
違
い
を
出
し
て
い
き
た
い
し
、
改

め
て
作
品
の
深
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」
。

演
出
補
と
し
て
付
い
た
正
塚
晴
彦
氏
は

「
ア
ラ
ン
が
求
め
た
も
の
は
、
リ
ア
ル
な
表

現
で
、
そ
れ
は
僕
自
身
が
こ
れ
ま
で
宝
塚

で
追
求
し
て
き
た
ラ
イ
ン
と
同
じ
。
今
回
、

セ
リ
も
盆
回
し
も
な
く
、
衣
装
も
シ
ン
プ

ル
だ
け
ど
、
人
間
そ
の
も
の
が
き
ち
ん
と

見
え
て
く
る
作
品
に
な
る
と
思
う
」
と
稽

古
を
通
し
て
の
感
触
を
語
る
。

実
際
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
記
憶
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
メ
ロ
デ
ィ
ラ
イ
ン
と
ス

ト
ー
リ
ー
の
ご
く
一
部
で
し
か
な
か
っ
た

こ
と
を
、
通
し
稽
古
で
実
感
し
た
。

初
演
以
来
卿
年
を
経
て
も
色
あ
せ
な
い
、

「
い
ま
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
つ
力
強
い

作
品
を
、
月
組
パ
ワ
ー
が
舞
台
で
ど
う
爆

発
さ
せ
て
見
せ
る
か
。
日
を
追
う
ご
と
に

深
い
感
動
を
出
演
者
、
観
客
に
呼
び
起
こ

し
て
い
き
そ
う
で
あ
る
。
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謹
繍

ＴＯＰＩＣＳ
奪
雪
縄
畜
け
い
初
主
演

滞
花
組

真
矢
み
き
退
団
発
表

花
組
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
真
矢
み
き
が
、
５

月
晦
日
か
ら
始
ま
る
宝
塚
大
劇
場
公
演
、

『
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｙ
（
ス
ピ
ー
ク
イ
ー

ジ
ー
）
｜
風
の
街
（
シ
カ
ゴ
）
の
純
情
な

悪
党
た
ち
』
ア
ナ
イ
パ
ー
ｌ
恋
の
狙
撃

者
ｌ
』
で
退
団
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

（
衷
尿
公
演
は
８
〜
如
月
）

釦
年
初
舞
台
、
妬
年
に
花
組
の
ト
ッ
プ

ス
タ
ー
と
な
り
、
パ
ッ
シ
ョ
ネ
ー
ト
な
舞

台
を
展
開
し
て
き
た
。

現
代
的
な
感
覚
を
大
き
な
持
ち
味
と
し

た
真
矢
は
、
退
団
前
に
、
宝
塚
の
ス
タ
ー

と
し
て
は
初
め
て
７
月
躯
、
鴻
日
に
日
本

武
道
館
で
ス
ー
パ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
挑
戦
、
見
逃
せ
な
い
。

雪
組
の
若
手
Ｎ
ｏ
ｌ
、
と
し
て
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
て
き
た
安
蘭
け
い
が
、
宝
塚
バ
ウ

ホ
ー
ル
で
初
主
演
す
る
。
作
品
は
、
宝
塚

初
の
女
性
演
出
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る

植
田
景
子
作
・
演
出
の
『
Ｉ
ｃ
ａ
ｒ
ｕ
ｓ

（
イ
カ
ロ
ス
）
ｌ
追
憶
の
醤
蔽
を
求
め
て
」
。

詞
卯
宙
（
そ
ら
）
組
お
披
露
目
公
演

肥
年
の
１
月
１
日
に
誕
生
し
た
５
番
目
の

β

☆
皇
組
帝
劇
公
演

『
ダ
ル
・
レ
ー
ク
の
恋
』

5 ７

．
『
ダ
ル
・
レ
ー
ク
の
恋
」
３
／
釦
ま
で

Ｓ
席
８
０
０
０
円
Ａ
席
５
５
０
０
円
Ｂ
席
３
５
０
０
円

行
き
所
の
な
い
淋
し
さ
や
不
安
、
戸
惑
い

な
ど
、
現
代
の
誰
も
が
感
じ
て
い
る
何
か

を
、
イ
カ
ロ
ス
と
い
う
少
年
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
通
し
て
描
く
。
ス
ト
ー
リ
ー
性
を

排
し
、
イ
メ
ー
ジ
と
言
葉
で
「
心
」
を
伝

え
る
冒
険
作
で
あ
る
。

・
宝
塚
バ
ウ
ホ
ー
ル
公
演
『
ｌ
Ｃ
ａ
ｒ
ｕ
Ｓ
」

３
月
８
日
ま
で
４
５
０
０
円

３
月
の
星
組
東
京
公
演
は
、
帝
国
劇
場
で

『
ダ
ル
・
レ
ー
ク
の
恋
』
が
上
演
さ
れ
る
。

宝
塚
で
も
名
作
を
数
々
残
し
た
菊
田
一
夫

の
リ
バ
イ
バ
ル
作
品
で
、
主
演
の
麻
路
さ

き
と
星
奈
優
里
の
息
詰
ま
る
大
人
の
ラ
ブ

ロ
マ
ン
ス
で
あ
る
。

11鶴
電母

組
、
宙
組
が
小

池
修
一
郎

作
・
演
出
の

『
エ
ク
ス
カ
リ

バ
ー
美
し
き

騎
士
た
ち
』
と

岡
田
敬
二

作
・
演
出
の

『
シ
ト
ラ
ス
の

風
」
で
３
月
”

インドのダルルークを舞台に、麻路・星奈の新
トップコンビがあでやかに、異国情緒たっぷり
の悲恋を演じる

宙細電塚大劇場公演
『エクスカリバー」『シトラスの風」
３／2 7 ～５／１１
Ｓ席７５００円Ａ席５５００円
Ｂ席３５００円

参勢

隠

日
か
ら
お
披
露
目
公
演
を
行
う
。

ト
ッ
プ
ス
タ
ー
姿
月
あ
さ
と
、
娘
役
ト
ッ

プ
ス
タ
ー
花
総
ま
り
、
二
番
手
男
役
ス
タ

ー
、
利
央
よ
う
か
と
い
う
大
型
ト
リ
オ
を

中
心
に
、
１
月
の
香
港
公
演
で
さ
わ
や
か

な
印
象
を
残
し
て
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

宙
組
。
公
演
ポ
ス
タ
ー
も
フ
ル
メ
ン
バ
ー
で

始
ま
る
本
拠
地
、
宝
塚
で
の
デ
ビ
ュ
ー
。
ど

ん
な
風
を
巻
き
起
こ
す
か
楽
し
み
で
あ
る
。

剥き
識.』.』 〆

一

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ｄ
ｈ

Ｉ 蝋営、、、>、地､､‘ﾐ､Ⅷ'１

１
５８

１

タ ' ／参骸／・ 』二
〆

新均等法下の1入財」活用ﾌオ
主催兵庫県経営者協会･ 兵庫女性少年室‘ 財２１世紀職業財団兵庫事務所
２－N尋一

寸
日

一
壱

戸
＃一言

鼻
一
吟

壱1 Ｌ
一
｛一

｛一
一
》

『
｛

」

「
一
一
一
一
『

Ｆ

新
時
代
の
働
く
女
性
を
応
援

Ｉ
畠ｂ

マ

ｑ

コ
ー
ヂ
ィ

ニーー

、－
１

「

』

Ｊ

ｈＥＦ

、
当
会
に
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
兵
庫
県
経
営
者
協
会

（
電
話
０
７
８
．
３
２
１
．
０
０
５
１
）
ま
で
。

雲土・″,撫蕊噌顎謡:雷－－
ある集い■女性産業人懇話会くV A L 2 1 ＞

私
ど
も
女
性
産
業
人
懇
話
会
（
愛
称
Ｖ
Ａ
Ｌ

ｇ
は
兵
庫
県
経
営
者
協
会
の
専
門
部
会
の
一

つ
と
し
て
、
妬
年
９
月
に
発
足
し
た
働
く
女
性

の
勉
強
会
で
す
。
毎
月
１
回
の
例
会
で
は
、
行

政
の
方
々
に
も
参
加
頂
き
な
が
ら
、
男
女
共
生

の
新
し
い
時
代
が
求
め
る
「
人
財
」
と
し
て
の

働
く
女
性
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

研
究
会
な
ど
を
通
じ
て
企
業
に
積
極
的
に
働
き

か
け
、
ま
た
、
働
く
女
性
に
対
し
て
は
、
仕
事

へ
の
意
識
や
取
り
組
み
方
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
な

面
の
支
援
も
し
て
い
ま
す
。

昨
年
末
に
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改

正
に
伴
い
、
特
に
積
極
的
に
女
性
管
理
職
を
登

用
し
て
お
ら
れ
る
、
ま
た
は
、
女
性
が
元
気
な

会
社
の
、
す
て
き
な
人
事
関
係
の
責
任
者
の
方

に
お
集
ま
り
頂
き
、
女
性
の
積
極
的
活
用
や
女

性
管
理
職
登
用
に
つ
い
て
の
フ
リ
ー
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
本
音
の
意
見
交

換
が
で
き
ま
し
た
。

女
性
管
理
職
の
数
は
、
数
字
上
は
ま
だ
少
な

い
状
況
で
す
が
、
均
等
法
以
降
着
実
に
増
え
て

き
て
い
る
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
恥
山
本
絹
子
（
代
表
幹
事
／
パ
ソ

ナ
・
シ
ニ
ァ
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
）
、
田
中
裕

子
（
夢
工
房
／
社
長
）
、
陸
田
昭
子
（
本
高
砂

屋
／
広
報
部
長
）
ほ
か
型
名
。
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
輔
兵
庫
女
性
少
年
室
室
長
・
富
田
契
子
氏
、

兵
庫
県
生
活
復
興
局
長
兼
労
働
部
次
長
・
清
原

桂
子
氏
ほ
か
９
名
。
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一
四
一

１
５９

１

“’ｉ－．

「
明
る
い
豊
か
な
社
く
ご
の
実
現
を
目
指
し
て
創
設

さ
れ
た
神
戸
青
年
会
議
所
も
、
本
年
四
十
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
神
戸
の
青
年

経
済
人
の
集
ま
り
と
し
て
、
様
々
な
社
会
奉
仕

活
動
を
行
い
な
が
ら
、
気
が
付
け
ば
現
役
会
員

三
百
二
十
名
、
特
別
会
員
九
百
名
を
数
え
る
大

き
な
組
織
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

余
り
一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
団
体
で

す
が
、
地
元
の
経
済
界
で
活
耀
さ
れ
て
い
る
方

の
中
に
は
神
戸
青
年
会
議
所
出
身
者
が
沢
山
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
現
役
メ
ン
バ
ー
の

中
で
は
そ
う
言
っ
た
方
々
の
二
世
と
い
う
メ
ン

バ
ー
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
神
戸
青
年
会
議
所
は
、
地
元
経

済
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
つ
の
大
き
な
核
と

な
る
と
共
に
、
地
元
企
業
の
後
継
者
の
修
行
の

場
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

利
害
関
係
が
無
く
、
立
場
も
同
じ
も
の
同
士
、

地
元
の
た
め
に
と
知
恵
を
絞
っ
て
色
々
な
事
業

を
企
画
し
実
行
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
口
論
に

な
る
こ
と
も
有
り
ま
す
し
、
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
も
な
い
事
業
で
と
ま
ど
う
事
も
し
ば
し
ば

で
す
。
し
か
し
、
み
ん
な
他
で
は
出
来
な
い
素

晴
ら
し
い
体
験
で
あ
り
、
将
来
の
経
営
者
と
し

て
の
糧
に
な
る
と
信
じ
て
、
損
得
勘
定
抜
き
で

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
（
理
事
長
／
奥
井
秀
樹
）

国
社
団
法
人
神
戸
青
年
会
議
所

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
．
１
神
戸
商
工
会
議
所

会
館
６
Ｆ

事
務
局
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
０
３
．
０
０
７
５

ある集い■神戸青年会議所

②

，

夢

どら
〔
丞
署
』

厚§

青
年
経
済
人
の
活
発
な
議
論
の
場
と
し
て
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